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明石市生涯学習センター及びあかし男女共同参画センターの 
管理運営状況報告(２０２３年度） 

施設所管課 市民生活局市民協働推進室

コミュニティ・生涯学習課 

１ 指定管理者 

(1) 指定管理者 一般財団法人明石コミュニティ創造協会 

(2) 指定期間  ２０２３年４月1日～２０２８年３月３１日 

(3) 管理体制  財団職員３２名（正規職員１２名、パート職員２０名、他業務との兼務職員１０

名含む） 

 

 

２ 評価項目 

 (1) 利用者アンケート 

  ①ウィズあかし利用者アンケート調査結果 

（実施期間：２０２３年１２月１日～ ２０２４年１月３１日 回答数：９９９件）  

  ②利用者からの主な要望とその対応等 

・トイレ内のエアタオルが使用できないとの要望に対し、新型コロナが５類感染症に引き下げ

られたことに伴い、６月３日よりハンドドライヤーを使用できるようにした。 

・音楽練習室２の備品であるドラムセットが古く、通常使用が難しいとの声に対して、ドラム

ペダルの経年劣化が判明したので、ドラムペダルを交換修理した。 

 

 (2) 事業達成度 

  ①事業・業務の実施状況 

運営業務 ＜開館日数：３１０日 総入場者数：２９１，７５２人＞ 

・引き続き館内 5 か所に意見や要望を記入できるように机を常設し、利用者が意見や要

望を発信しやすい場を設けた。 

・貸室利用料の支払いに際して、来館せず支払いができるキャッシュレス決裁(ekaiin)

の導入と窓口での支払い時に現金以外でも取り扱えるように Air ペイと連動した自動釣

銭機を導入した。 

・情報発信としてイベント情報誌（Ru、Ru、Ru）12回発行、ＳＮＳ（X、Facebook、Instagram）、

YouTube、ホームページを活用した。 

・情報ブースの拡充として、明石市の情報に特化したエリア「あかしウエルカムプレイ

ス」を設置した。 

維持管理業務 ・職員による毎朝清掃作業の実施や清掃スタッフを定期的に巡回させ、施設利用直後に
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清掃を行った。 

・適切な保守・点検を定期的に実施し、円滑な施設の管理運営を実施した。 

・施設老朽化の状況を把握し、設備に不具合があれば修繕を行うなど適切に対応した。 

なお、利用者持参の新しい機器とコントロール卓の接続不良が頻発したことから、更

新工事を行なった。また、更新に合わせてマニュアルを作成し、設置した。 

実施事業  

・合計２２事業を実施。主なものは以下のとおり（一部延べ人数）。 

(1)生涯学習事業の推進 

シビックプライドを醸成するための「あかしウエルカムプ

レイス」の設置 

「助成金」をテーマに

した特設ラック設置な

ど１１企画実施 

新たな活動につなげるコーディネート 

講師カタログを紙媒体

から Web 版にリニュー

アル 

つながる本棚hito‐hacoの運営及びブックスポットへの支

援 

・Kintone を用いた貸出

システム構築 

・オーナーと読者をつ

なぐ「ヒトコトメッセ

ージ」の実施 

・オーナー交流会 

参加者：５名 

まちの魅力と出会うための地域学講座の実施 
あかし楽４講座実施 

参加者：７０名 

まちをより深めるための「マイあかし学学会」の企画・準備 

子育て・ユース世代支援強化による全世代への学習機会の

検討 

2企画実施 

参加者：２５名 

あかし学実行委員会 ４回開催 

 

(2)生涯学習活動・地域で活躍する人材の発掘及び育成支援 

｢みんなの学校｣等を通じた人材発掘と市民講師の育成 

チャレンジ屋台、「みん

なの学校」など６企画実

施 

参加者：１２９名（オン

ライン含む） 

ウィズあかし登録メンバーズ制度を通じた人材発掘と育成 

・登録団数：２０７ 

・フリ－スペースでのイ

ベント：２０８件 

・登録メンバーズの交

流・意見交換会「ウィズ

ゆう」実施など 
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(3)市民活動の支援及び地域、行政との協働の推進 

ステップアップのための講座や交流会の開催 

９企画実施、 

参加者：２９９名（オン

ライン参加者含む） 

地縁型市民活動団体と分野別市民活動団体の交流機会として「エリア別コラボミーツ」

の開催などの検討 

(4)男女共同参画・女性の活躍推進 

男女共同参画に関する先駆的なテーマの

普及啓発 

パパの家事育児応援イベント「パパ応援Ｄ

ＡＹ」など８企画実施 

参加者：７９９名 

当事者・家族等に対するエンパワメント 

「ＨＳＰの良さを活かす考え方とコミュ

ニケーション」など９企画実施 

参加者：２０７名 

多様なチャレンジを応援するキャリアデ

ザイン・ライフデザイン支援の実施 

「起業のためのＳＮＳ活用講座」、就業サ

ロンなど３企画実施 

参加者：５６名 

自助グループの立ち上げ、運営支援に向け

た準備 

ＨＳＰ講座受講者の語り合いの会のサポ

ートを６回実施 参加者：２１名 

(5)関係機関・団体、ネットワーク組織と連携した事業等の推進 

エンパワメントの幅を広げるための他機

関連携推進 

県内男女共同参画センター等連絡会議な

ど４企画実施 

他機関・ネットワーク団体等との連携事業

の実施 

あかし若者サポートステーション／ボラ

ンティア活動の場提供など３企画実施 

参加者：８４名 

(6)生涯学習、市民活動、男女共同参画が連動した事業 

複合型大型イベントの実施 
「ウィズフェス２０２３」 

参加者：９８４名 

誰もが参加できる多様なコミュニティサ

ロンの開設 

「Like café つむぎ」等、オープンなサ

ロン５企画実施、参加者：２９９名 

「ミモザの会」（クローズドなサロン） 

１企画実施 参加者１４名 

9階稼働率向上へ向けた取り組み 
「ひとつぶのたねｸﾗｯｼｯｸｺﾝｻｰﾄ」 

２回開催  

 

(7)各種相談 

生涯学習・市民活動に関する相談・コーデ

ィネートを行う 
相談：２７４件、コーディネート：５７件 

性別に関わらず様々な悩みや就労につい

ての相談を行う 

・女性のための相談 

電話：３４４件、面接：２２９件 

・女性のための法律相談 ４１件 

・就業相談 面接：３３３件 

・夜の就業相談 面接：１件 

・履歴書・職務経歴書の作成相談：７８件 
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・カードで発見！適職のヒント 

相談：５７件 

・出張就労相談：２６件 

・女性のためのチャレンジ相談（県共催） 

 面接：１６件 

・男性のための電話相談：２２件 
 

  

 ②施設等の利用状況 

実施状況（実績） ２０２３年度 ２０２２年度 ２０２１年度 

利用者数（有料施設） 

利用回数 

１７１，３００人 

  ８，２１２回 

１５１，１４６人 

８，０３３回 

１０７，１８０人 

 ６，７３３回 

稼働率  ６６．５％   ６５．４％   ５４．７％ 

 

  （参考）２０２３年度 各貸室の利用状況 

  稼働率（％） 利用件数（件） 利用人数（人） 

学習室 701 70.4 841 15,024 

学習室 702 79.6 560 8,420 

学習室 703 74.4 612 9,582 

小計 
73.7 

     
（2019 73.4） 

2,013 33,026 

学習室 704 73.4 721 30,871 

学習室 801 79.8 815 23,020 

学習室 802 74.2 608 8,973 

学習室 803 67.6 546 10,992 

学習室 804 77.9  612 4,308 

学習室 805 69.5 558 3,165 

調理実習室 41.0 311 5,045 

和室 52.7 427 5,066 

子午線ﾎｰﾙ 56.3 295 40,014 

ﾘﾊｰｻﾙｽﾀｼﾞｵ 43.6 342 3,735 

音楽練習室 1 70.8 621 1,715 

音楽練習室 2 41.5 343  1,370 

小 計 
64.4 

（2019 63.4） 
6,199  138,274 

合 計 

66.5 

（目標68.1） 

(2019 65.7） 

 8,212  171,300 
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 (3) 事業収支  

  ①収支状況                          （単位：千円） 

項目 ２０２３年度 ２０２２年度 ２０２１年度 

収入合計(A) １４６，１４４  １４１，２６９  １２５，２６２  

内訳 

指定管理料 ９５，８１７   ９５，８１７   ８８，８１７   

利用料収入 ４７，３７３   ４４，２１９   ３４，０３８   

実施事業収入 

    １，４４２ 

（内 指定事業 

６０３、独自事

業８３９）   

    １，１９９ 

（内 指定事業 

４６１、独自事

業７３８）   

    ７４８ 

（内 指定事業 

２７１、独自事

業４７７）   

精算返戻金      ０  △１，１６８          ０      

その他収入   １，５１２     １，２０２     １，６５９   

支出合計(B) １４９，１８４  １４３，２８２  １２６，８３１  

内訳 

人件費   ６０，３４３    ５２，３０９     ５５，３００   

管理費（事務費、物件費、

一般管理費を含む） 
  ８０,１５９     ８２，２３８      ６２，５８６  

負担金      ３５２       ４２５        ２６５   

実施事業費 

   １，８３６ 

（内 指定事業

１，８３６、独

自事業０） 

    

   １，６２２ 

（内 指定事業

１，１６８、独

自事業４５４） 

    

   １，７５３ 

（内 指定事業

１，３１９、独

自事業４３４） 

    

公租公課   ６，４３８   ６，６２２   ６，９２６ 

その他支出      ５６           ６６              １  

収支(A-B)   △３，０４０  △２，０１３ △１，５６９ 

  

②市の使用料等の収入状況                    

  なし 

 

３ その他評価の参考となる特記事項 

・キャッシュレス決裁サービスの導入、貸館利用者が自ら備品設営や印刷を行えるようマニュアル

の整備や誰もが扱いやすい備品への入れ替えを行った結果、スタッフの業務が効率化でき、市民へ

の相談・コーディネートの充実が図られた。 

・指定管理期間第 2期では、「わたしづくり・なかまづくり」から「まちづくり」に発展させるた

め、「わたしとまちがつながる交流拠点」を新たなコンセプトとし、明石市生涯学習センター及び

あかし男女共同参画センター（愛称：ウィズあかし）がまちとつながることが重要と考え、男女共

同参画、アートやおすすめスポットなどをテーマに明石のまちを紹介する「あかしウエルカムプレ

イス」（あかしが見える場所～しるみるあかし～）の実施、幅広い年代層の市民がまちとつながる

ための「まちの魅力と出会うための地域学講座」や市民のエントリー条件を緩和した「ウィズフェ

ス 2023」を行った。 

・複合型事業の取り組みとして、誰もが参加できる多様なコミュニティサロンの開設については、

「つながりサロン」をリニューアルし、「LikeCafe つむぎ」をスタートした。 
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・市民参画による運営に関しては、第 3期ウィズあかし運営員会「みんなでつくるウィズあかしを

考える会」の構成メンバーに学識者、公募委員に加え、今回からウィズあかし登録メンバーズ、あ

かねヶ丘学園の生徒、本棚 hito-haco オーナーなどを加えた。そのことにより様々な視点から意見

を聞くことができた。さらに出た意見を基に、福祉や文化関係、その他企業の関係者で組織する専

門委員会を2回開催した。 

・生涯学習活動・地域で活躍する人材の発掘及び育成支援に関する取り組みとして、市民が気軽に

得意なことや知ってほしいことを表現できる「チャレンジ屋台」において、講師同士の交流機会の

提供やスキルアップ講座（広報）を新たなプログラムとした。また、ウィズあかし登録メンバーズ

制度を通じた人材発掘と育成において、メンバーズの交流会「ウィズゆう」でフリースペースを活

用したイベント開催経験の情報共有を行い、会員同士でブラッシュアップする機会を提供した。 

・いつでも誰でもどこでも閲覧、依頼できる「講師カタログ」Web版として、紙媒体の講師カタロ

グをリニューアルし、コーディネートの充実化を図った。 

・つながる本棚 hito-haco の運営及びブックスポットへの支援として、二つに分かれていた貸出シ

ステムを統一し、利用者の利便性を向上させた。また、hito-haco オーナーと利用者をつなぐツー

ルとして「ヒトコトメッセージ」を開設した。 

・新たに子育て・ユース世代支援強化による全世代への学習機会を提供していくために、子育て世

代が関心を持ちそうな「自分のための時間」をテーマに、あかし市民図書館と共催で講座を検討・

企画し実施した。 

・市民活動支援及び地域、行政との協働の推進に関する取り組みとして、ウィズあかし登録メンバ

ーズだけでなく、ウィズあかしと接触がなかった市内で活動する団体を対象とした助成金の探し方

や申請書の書き方を学ぶ「助成金セミナー」の開催、連携事業として「ＮＰＯ・地域活動の資金調

達力を高める！助成申請のコツ」や「広報勉強会」などを実施した。また、誰でも参加可能な「ウ

ィズゆう＋」を開催し、ウィズあかし登録メンバーズと市民活動団体との新しい交流やつながりが

うまれた。また、登録メンバーズ以外の市民活動団体や活動者へのアプローチを進め、ＮＰＯ法人

設立のサポートにつながった。 

・男女共同参画・女性の活躍推進に関する取り組みとして、当事者・家族等に対するエンパワメン

ト、多様なチャレンジを応援するキャリアデザイン・ライフデザイン支援として、市のインクルー

シブ推進室と共催で、パパの家事育児応援イベント「パパ応援ＤＡＹ」、男女共同参画のきっかけ

づくりとして映画「ビリーブ」の上映、啓発のためのあかし図書館との連携展示、県立男女共同参

画センター（イーブン）との共催セミナー『出張！女性のための働き方セミナー「シングルマザー

のためのマネープラン」』、「再就職準備セミナー」、「起業のためのＳＮＳ講座」などを開催し

た。また、先駆的テーマの普及などの啓発事業として「国際女性デー」や市さとおや課と連携した

「さとおや月間」、男女共同参画課と連携したＤＶ防止の「パープルリボンキャンペーン」などを

行った。 

・相談の場で気づいたニーズを反映させた「ＨＳＰ（ハイリー・センシティブ・パーソン）当事者

向けのセミナー」、「ＨＳＣ（人一倍繊細な子）の保護者の語り合いの会」、「職場で役立つコミ

ュニケーション講座」などを開催した。また「ＨＳＰ当事者の集まり」が自主的に立ち上がった。

さらに、本を通じた居場所づくりとなる「本をとおして自分と向き合う時間」を実施した。 

・相談業務については、３つの相談（面接、電話、就業）の受付の一本化、「予約電話相談」、ダ

イレクトに相談員とつながる「ほっとライン」を設け、メニューや相談枠を増やし、利用者の利便

性の向上を図った。その結果、電話がつながりやすくなった。また、相談者同士でのエンパワメン

トを促すために、新たにグループ相談を「ミモザの会」として、テーマを工夫するなど模索しなが

ら企画実施した。また、ＤＶセンター、保健所、子育て支援センターなど関係する機関と連携しな

がらの相談対応を充実させた。 
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４ 所管課総合評価 

・利用者アンケートの顧客満足度において、満足が、38.8%、やや満足が 30.8%、普通 20.5%となり、

良好な結果が得られた。事業達成度では、2022 年度と比較すると、稼働率 1.1％の増、貸館利用者

20,154 人の増となっている。事業計画で示した目標値を下回ってはいるが、新型コロナウイルスの

影響がなかった 2019 年度稼働率 65.7%を超える 66.5%の数値に至った。 

 ・2023 年度は第 2期の指定管理期間の初年度であり、5年間の様々事業を展開するための「土台づ

くり」をつくる年度と位置づけ上記３ その他評価の参考となる特記事項にあるように、新たな事

業に取り組んだ。 

・今年度、スタッフの業務を効率化し、市民への相談・コーディネートの充実を図った結果、利用

者のアンケートにおいて、相談・コーディネートの対応については、満足が 30.2%、やや満足 19.5%、

普通 23.8%と満足度が高い施設であること示した。 

 ・本年度に企画・準備を進めた下記事業が次年度に向け、計画的に実現されていくことを期待して

いる。 

(1)  明石のひと、もの、ことを主体的に探究する市民が参画できる市民研究所「あかし学研究

所」や、まちをより深めるための「マイあかし学学会」 

  (2) 市内の「ボランティアしたい」市民活動への関心層と、「ボランティアを募集したい」既

に活動している市民活動団体のボランティアマッチング制度である「ボラ×マチＡＫＡＳＨ

Ｉ」 

  (3) 男女共同参画をテーマにした自助グループの立ち上げ・運営支援 

  (4)  ウィズあかしのセンターとしての多様な機能を利用者に知ってもらい活用してもらうため

の「ウィズあかしを使いこなすための情報紙」の発行 

・施設維持管理業務においても適時適切に実施され、効率的・効果的な施設管理に努めている。施

設の老朽化に伴う課題もあるが、引き続き市と協議の上、適切な対応を求めていく。 

・職員研修、個人情報保護や安全面での対応については、各種の取り組みを行っており、適正に実

施されている。 

以上のことから、２０２３年度において、指定管理者による適正な管理運営がなされていると判

断する。 

 


